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古民家でいけばな展示 (野原家)

古 民 家 の新 しい 魅 力

毎年 10月 011月 の 2か月間は、民家園まつりの期間としてご来園

いただいた方々に楽しんでいただきながら、文化財への理解を深め

たり伝統文化を伝えていくための様々な催し物を開催しています。

平成11年度の民家園まつりでは、今までとは少し違った企画もお

こないました。古民家の新しい魅力を見つけようとする試みのいく

つかをご紹介します。



今回の民家園まつりでは、民俗芸能公演と

して国選択・県指定無形民俗文化財「箱根宮

城野湯立獅子舞」や船越の舞台を活用 した舞

台公演「和太鼓の響J、 日頃から園内で活動

をおこなっている民具製作技術保存会の作品

展示会や民具の製作実演、「丸太から柱がで

きるまで」の実演、そして様々な伝統技術技

法の実演会などをご覧いただくとともに、古

民家や伝統文化に気軽に親しんでいただける

ように「むかしあそび」のコーナーや「こど

も大工入門J体験、「お茶席の会」などもお

こないました。

そして、新 しい試みとして、「いけばな展

示」、「ミニコンサート」、「古民家で聞く昔話」

を実施してみました。古民家や園内の雰囲気

と調和する新 しい文化活動の創造の場として

文化財建造物である古民家を活用しようとい

うもので、来園者の皆さんにも楽しんでいた

だけたと思います。

今後も、民家園まつりや催 し物を充実させ

て、魅力ある民家園にしていきたいと考えて

おります。

なお、民家園まつりの企画はいずれもボラ

ンティアとして参加 していただいた皆さんに

よつて実現できたものばか りであ り、ご支援

ご協力に感謝いたします。

いけばな展示と実演会

民家園まつ りの期間中の11月 6日 と 7日 に

園内の古民家を会場 とするいけばなの展示を

おこないました。

展示にご協力をいただいた石倉社中の皆 さ

んは草月流に属する方々ですが、草月流 とい

うと、自由な発想 と現代的で斬新な作品で有

名です。そして、故岡本太郎氏 も草月展に出

品するなど、前衛芸術の担い手 として交流を

していました。岡本太郎美術館の開館 と重な

るこの時期に、民家園での展示をできたのも

何かの縁なのかも知れません。

今回の展示にあたっては特に民家園の古民

家にふさわ しい作品をということで生けてい

ただきました。素朴で力強い古民家を舞台と

して、日本の伝統的風景 と融合する作品群を

創作 していただきました。

展示をおこなったのは鈴木家から清宮家ま

での間の 9軒で、板の間に大 きく華やかな作

品や床の間や囲炉裏に自然と溶け込む作品が

飾られました。

そして 7日 には、作田家において、花をそ

の場で生けて古民家の中に飾 りつけてい くと

いう実演会 (デモンス トレーション)も 開催

いたしました。

箱根宮城野湯立獅子舞

いけばな実演会

丸太 か ら柱 ができるまで



ミニコンサート
「サクソフォンの調べ 日本の歌」
ミニコンサー トは2回 目になりますが、前

回の佐々木家の庭とは変えて、今回は作田家

の床上を会場として開催 しました。板壁に囲

まれた重厚な古民家と澄んだ響きを開かせる

西洋楽器の組み合わせによる臨場感あふれる

演奏でした。昭和音楽大学生の有志のグルー

プ 「サクソフォンカ,レ テット・さくら」によ

り、「もみじJや「ふるさとJ、 「竹田の子守

歌Jな どなつかしい日本の歌や民謡、そして

「G線上のアリアJな どクラシックの名曲な

どが演奏され、会場にいらした皆さんには好

評をいただけたようでした。

古民家で聞く昔話

囲炉裏に焚かれている炎を見ていると、古

民家の囲炉裏のまわ りでお年寄 りが語る昔話

に耳をかたむける子 どもたちの姿が思いうか

んできます。といっても、そうした場面をそ

のまま再現 し昔話 しを聞いていただ くという

のはむずか しいので、今回は演劇的な演出を

加えたかたちでの音話の会をおこなうことに

してみました。出演 していただいたのは、劇

団での公演活動などをおこなっている女優の

上原千夏さんです。

工藤家のダイ ドコロを舞台 として、「養蚕

の始め」 (麻生区岡上 )、 「しばられ松」 (高津

区向ヶ丘 )、 「うぐいすの里J(山形県 )、 「ね

この踊 り場J(横浜その他)と いった川崎の

昔話を中心に語 られ、聞いているうちに昔話
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平成11年 10月 30日 に岡本太郎美術館が開館

しましたが、これにあわせて民家園 `奥の門 '

が新たに設置 されました。既設の出口門に

あった警備立哨小屋を一部増築 して、入園券

売場を設けました。もちろん今まで通 り出口

門としてもご利用いただけます。これまでは、

入園するときに本館の入園口だけしか利用で

きませんで したが、この `奥の門'設置によ

り岡本太郎美術館鑑賞後、あるいは、科学館

立ち寄 り後の民家園見学がとても楽になりま

す。わざわざ本館入園口まで後戻 りする必要

がないからです。時間的にだいぶ節約できま

すので、その分 どうぞごゆっくりと民家園を

見学 してください。また、民家園と岡本太郎

美術館 との共通割引券の発売 もしてお ります

のでご利用 ください。

岡本太郎美術館を出てまっす ぐにのびた杉

木立の小径を歩むと、左手には深緑の水をた

たえた `奥の池'があ り、その先の道を左に

折れて階段 を昇ると、木立の中に静かにたた

ずむ `奥の門'があ ります。ここから今きた

ばか りの路 を振 り返ると、先ほど通 り過 ぎた

緑色の奥の池 と杉やもみ じの木立、小枝から

洩れて くる幾条 もの陽光、これらの豊かな自

然が織 りなす風景がパ ノラマのように広が

り、ちょっとした感動を訪れた人々に与えて

くれるで しょう。とくに若芽の萌えいづる春

や錦に色づ く秋は、美術館の絵画にも劣らず

素晴らしい自然の触t景画です。

このあ と民家園の広大な敷地に散在する

数々の古民家をめ ぐれば、幾多の風雪に耐え

て今なお悠久の時を過 ごす大木の柱や古の

人々と団彙をともにした囲炉裏などがあなた

に優 しく語 りかけ、きっと新たな感動を発見

できることで しょう。職員一同心からお待ち

もうしあげます。
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翡 お茶席の会

民家 園 春 の催 し物 ご案 内
秋川歌舞伎

け あきる野座 農村歌舞伎公演 酬 |1歌舞伎保存会)

絵本太功記十段 目尼ヶ崎閑居の場

5月 3日 (祝 。水)13:30～ 15:15
会 場 :⑩ 船 越 の 舞 台 (屋外の階段席で250人程度が座れます。)

料金 :200円 (入園料別)12:30か ら会場で受付
満員の場合は入場できないことがあります

鶉 展示会「日本のにわとり」
5月 13日 (土 )。 14日 (日 )

古民家の庭を会場にして天然記念物に指定された

17種類を含む様々なニワトリを展示します。

4月 下旬と5月 下旬に開催の予定

〒 214-0032 川崎市多摩区枡形7-1-1電話 044(922)2181  川崎市立日本民家園
http://www.city.kawasaki.jp/88/88minka/home/minka.htm


